
１ [2017 神戸大]

�Y  � �，�，�， �Y  ��，��， �� ， �Y  ���，�， �� ， �Y  ���， ��，� �とする。座

標空間内の動点�3�が原点�2�から出発し，正四面体のさいころ���，�，�，��の目がそれぞ

れ確率�
�

�
�で出る��を振るごとに，出た目が�N��N �，�，�，���のときは� NY �だけ移動する。

すなわち，さいころを�Q�回振った後の動点�3�の位置を� Q3 �として，さいころを��Q �� �回

目に振って出た目が�N�ならば�� Q3 �Q �3  NY �である。ただし， �3  2�である。

���　点� �3 �が�[�軸上にある確率を求めよ。

���　 �3 �3 � �3 �3 �となる確率を求めよ。

���　��点� �3 ， �3 ， �3 ， �3 �が同一平面上にある確率を求めよ。

���　Q�を���以下の自然数とする。 Q3  2�となる確率を求めよ。

２ [2017 京都大]

四面体�2$%&�を考える。点�'，(，)，*，+，,�は，それぞれ辺�2$，$%，%&，&2，

2%，$&�上にあり，頂点ではないとする。

���　'*�と�()�が平行ならば�$(：(% &)：)%�であることを示せ。

���　'，(，)，*，+，,�が正八面体の頂点となっているとき，これらの点は�2$%&�の

　各辺の中点であり，2$%&�は正四面体であることを示せ。

３ [2017 慶応義塾大]

点�2�を中心とする半径�U�の球面上に���点�$，%，&�があり， $%  (��， $&  �，

$%･$& ���であるとする。また，��点�$，%，&�を通る平面を�D�とし，点�2�は平面�D�

上にないとする。更に，△$%&�の重心を�*�とし，直線�2*�上に点�'�があり，線分�'*�

の中点が点�2�であるとする。

���　△$%&�の面積は�
ア

�であり，2%･2& 
イ

�である。

���　点�3�の位置ベクトルは�23 ��2$�[2%�\2&��[，\�は実数��と表され，かつ

　直線�23�は平面�D�に直交しているとする。このとき，[ 
ウ

，\ 
エ

�であ

　る。いま，W�を実数とし，点�+�を�'+ W23�によって決まる点とすると，

　$+ 
オ

�2$�
カ

�2%�
キ

�2&�である。更に，点�+�が平面�D�上にあ

　るとすると，W 
ク

�である。

���　四面体�$%&'�の体積は�
ケ

�である。

４ [2015 一橋大]

[\]�空間において，原点を中心とする�[\�平面上の半径���の円周上を点�3�が動き，点�

� �，�，(� �を中心とする�[]�平面上の半径���の円周上を点�4�が動く。

���　線分�34�の長さの最小値と，そのときの点�3，4�の座標を求めよ。

���　線分�34�の長さの最大値と，そのときの点�3，4�の座標を求めよ。

５ [2017 京都大]

座標空間において原点�2�と点�$���， ��，� �を通る直線を�A�とし，点�%�� �，�，� �と点

&����，�， �� �を通る直線を�P�とする。A�上の���点�3，4�と，P�上の点�5�を�△345

が正三角形となるようにとる。このとき，△345�の面積が最小となるような�3，4，5

の座標を求めよ。

６ [2017 名古屋大]

[\]�空間の���点�$�� �，�，�，3�� D，E，� �を通る直線を�A�とする。また，点�� �，�，� �を

中心とし，半径が�(� �である球面を�6�で表し，6�のうち�]�座標が�]!��を満たす部分を�

7�とする。

���　A�上に点�4�がある。実数�W�を�$4 W$3�で定めるとき，点�4�の座標を�D，E，W�を使

　って表せ。

���　A�が�6�と相異なる���点で交わるような実数�D，E�に関する条件を求め，DE�平面上に

　図示せよ。

���　A�が�7�と相異なる���点で交わるような実数�D，E�に関する条件を求め，DE�平面上に

　図示せよ。

７ [2017 横浜国立大]

空間に���つの定点�2，$�があり， 2$  ��を満たしている。また，��点�3，4�は次の条

件を満たしながら動く。

　　　　　　　　　　 23 ��，23･2$ �

　　　　　　　　　　 24  (�，24･2$ ��

ただし，23･2$�は�23�と�2$�の内積を表す。

���　 23 �の最小値を求めよ。

���　 34 �のとりうる値の範囲を求めよ。

���　線分�34�が通過してできる部分の体積を求めよ。

８ [2012 一橋大]

[\]�空間内の平面�] ��上に点�3�があり，平面�] ��上に点�4�がある。直線�34�と�[\�平

面の交点を�5�とする。

���　3�� �，�，� �とする。点�4�が平面�] ��上で点�� �，�，� �を中心とする半径���の円周

　上を動くとき，点�5�の軌跡の方程式を求めよ。

���　平面�] ��上に���点�$�� �，�，� ，%���， ��，� ，&����， ��，� ，'�� ��，�，� �

　をとる。点�3�が平面�] ��上で点�� �，�，� �を中心とする半径���の円周上を動き，点�

　4�が正方形�$%&'�の周上を動くとき，点�5�が動きうる領域を�[\�平面上に図示し，

　その面積を求めよ。

９ [2011 京都大]

[\]�空間で，原点�2�を中心とする半径�(� �の球面�6�と���点�� �，�，�，� �，�，�，

� �，�，� �を通る平面�D�が共有点をもつことを示し，点�� [，\，] �がその共有点全体の集

合を動くとき，積�[\]�がとりうる値の範囲を求めよ。
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